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宮崎県総合政策部統計調査課

(７月の概況)

みやざき統計BOX

「みやざき統計ＢＯＸ」も

役に立つよ！



詳細は以下のページ（統計全般）に掲載しています。

また、「みやざき統計ＢＯＸ」でも閲覧することができます。

https://stat.pref.miyazaki.lg.jp/

https://www.pref.miyazaki.lg.jp/kense/toke/index.html

「宮崎県の主要指標」は令和７年10月７日までに得られた数値により作成しています。



【７月の概況】

※矢印は、前月または前年同月と比較してどのように変化したかを表しています。

【景気動向指数(DI)】

令和７年７月の本県の景気動向指数(DI)は、先行指数が60.0%、一致指数が57.1%、遅行指数が60.0%となり
ました。

※景気動向指数：景気に敏感な経済指標を用いて、景気が上向きか下向きかを総合的に示す指数

●全国・九州各県（７月） （単位：％）

本 県 全 国 福 岡 佐 賀 長 崎 熊 本 大 分 鹿 児 島

先 行 指 数 60.0 60.0 71.4 25.0 - - 80.0 80.0

一 致 指 数 57.1 33.3 71.4 14.3 - - 42.9 57.1

遅 行 指 数 60.0 50.0 28.6 50.0 - - 42.9 80.0
※長崎県は令和２年２月分から指数の算出を廃止、熊本県は令和６年１月分から算出を休止している。

（１－１表　資料：県統計調査課）

[主要指標の動き]

５．企業景況

６．人口

消費は、持ち直しの動きに足踏みがみられます。

４．投資

県内経済は、一部に足踏みがみられるものの、緩やかに回復しています。

１．生産・貿易

２．消費

３．雇用・労働
雇用は、有効求人倍率が低下傾向となっています。
賃金は、実質賃金指数が９か月ぶりに前年を上回りました。

新設住宅着工戸数は、４か月連続で前年を下回りました。
公共工事請負件数・金額ともに前年を上回りました。

令和７年７～９月期の全般的業況ＤＩは、前期比で３ポイント悪化し
ました。

推計人口は前月より540人減少し、世帯数は前月より39世帯増加しま
した。

鉱工業生産指数は、２か月ぶりに前月を上回りました。
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１．生産・貿易

１－１　【鉱工業生産指数（季節調整済指数)】

令和７年７月の本県の生産指数は83.6で、前月を0.7％上回りました。
全国の生産指数は102.1で、前月を1.2％下回りました。
九州の生産指数は112.8で、前月を3.9％上回りました。

※本県、全国及び九州は年間補正により令和６年１月以降のデータを更新しました。
※本県は速報値[平成27年(2015年)＝100]、全国は確報値[令和２年(2020年)＝100]、九州は速報値[令和

　２年(2020年)＝100]

●全国・九州各県（７月）
本 県 全 国 福 岡 佐 賀 長 崎 熊 本 大 分 鹿 児 島

生産 83.6 102.1 103.9 92.5 137.3 105.7 120.0 92.1

（４－３表　資料：県統計調査課）

１－２　【牛・豚のと畜頭数、枝肉生産量及びブロイラーひな餌付羽数】

令和７年７月の本県のと畜頭数は、牛が4,494頭で前年同月を1.0％下回り、豚が76,084頭で前年同月を
2.5％下回りました。

枝肉生産量は、牛が2,195ｔで前年同月を1.3％上回り、豚が5,927ｔで前年同月を2.8％下回りました。
ブロイラーひな餌付羽数は1,302万羽で、前年同月を1.6％下回りました。

（３－２表　資料：農林水産省　(般)日本種鶏孵卵協会）

鉱工業生産指数は、２か月ぶりに前月を上回りました。

※鹿児島、本県は[平成27年(2015年)＝100]、全国、福岡、佐賀、長崎、熊本、大分は[令和2年(2020年)＝100]
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